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【連携推進（具体的な連携推進活動内容とその活動の効果等）】 

連携推進活動の一環として本 TIA 研究テーマをさらに拡張した研究計画を調査機関代表者の小

原と連携機関である東京大学の脇原は科研費学術変革研究(A)に計画班代表として応募し、採択さ

れ、それぞれ 138,320 千円、172,510 千円の研究資金を獲得した。 

調査期機関代表の小原は企業との共同研究計画を締結した。 

小原はスイス連邦工科大学チューリッヒ校の客員教授として 10 月〜3月まで滞在中である。 

 

【調査研究内容（実験等中心に背景・課題と実行された課題解決の内容と結果）】 

これまで本研究グループでは SiO2組成のガラスとゼオライトを出発物質として高温･高圧下での

ふるまいを回折実験やモデリングを用いて調べてきた。今年度は、粉末材料の粉砕等も行い、様々

な温度・圧力環境下での SiO2組成のガラスおよびゼオライトであるシリカライト−1(MFI)の合成お

よびその構造・物性計測を行った。実験は回収試料の X線回折や分光計測および圧力・温度を印加

した状態でのその場観察も放射光 X線を用いて行った。その結果、同じ SiO2組成のガラスとゼオラ

イトである MFI を室温において 20GPa に加圧、回収し、その X線回折パターンを調べたところ、両

方ともほぼ同じ回折パターンを示したが、ガラスは時間の経過と供に、密度が下がる、つまり永久

高密度化してないことに対して、MFI は永久高密度化アモルファスになっていることが明らかにな

った。すなわち、両者のアモルファス構造は異なっていることが示唆され、回折データに基づいた

構造モデリングおよびそのトポロジー解析により両者の違いを浮き彫りにすることに成功した。 
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また、MFI 粉末を粉砕することによりアモルファス化することも見出した。ただし、この試料に

はわずかに MFI 結晶のケージ構造が存在することを示す回折ピークが存在していたが、20GPa に加

圧することにより、このピークが消滅することも確認した。このアモルファスが未粉砕のアモルフ

ァスを 20GPa に加圧しものとどう異なっているか、あるいは、このアモルファスが永久高密度化し

ているかを今後調べる必要がある。 

以上の成果は 3月に日本セラミックス協会で発表する。また論文も執筆中である。 

昨年、TIA 外部連携機関であった JAXA との共同研究の成果が NPG Asia Materials に出版され、

同雑誌のホームページのトップページに feature された。また、本成果は JAXA の低軌道利用にお

ける材料研究の初の成果として文部科学省への報告書でも取り上げられた。 

TIA の研究テーマである高密度シリカガラスの研究成果が NPG Asia Materials に出版され、同

雑誌のホームページのトップページに feature された。 

前年度の成果として報告した日本セラミックス協会欧文誌に投稿していた論文が優秀論文賞を

受賞した。 

 

【今後の活動予定】 

TIA 研究においての連携によりガラス、ゼオライトといった非平衡材料の構造やダイナミクスの

高温･高圧下でのふるまいを明らかにすることができた。とくにガラスのように構造を一意的に定

義できない乱れた構造を持つ材料の構造･物性研究は結晶材料に比べて大きく立ち後れていること

から、今後もさらなる研究が必要である。それらをさらに進めるための大型資金獲得にも成功し

た。今後、本研究は科研費学術変革研究(A)として進めていく。 

以上 


